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【機密性２】
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福井県の平成28年度点検実施状況（全体）
○平成26年７月の省令施行を踏まえ、道路管理者は、全ての橋梁、トンネル等について、５年に１回の近接目視による点検計画

を策定。平成28年度までの点検実施率は、橋梁約55％、トンネル約55％、道路附属物等約52％
※橋梁：橋長2.0m以上の橋

○橋梁については、国土交通省では、全体の約５割を点検しているが、道路管理者によって取組状況が異なる
○第三者被害の予防並びに路線の重要性の観点から、最優先で点検を推進する橋梁を規定

＜５年間の点検計画と平成28年度の実施状況＞

＜橋梁点検状況（管理者別）＞

＜橋梁の点検方針＞

コンクリート⽚の落下等による第三者被害の予防並びに路線
の重要性の観点から、以下については、最優先で点検を推進

・緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋
・跨線橋
・緊急輸送道路を構成する橋梁

道路施設 管理施設数

計画点検数
(上段：H26
中断：H27
下段：H28)

点検実施数
(上段：H26
中断：H27
下段：H28)

点検実施率

橋梁 10,133

1,038 1,137

55%1,884 1,779

2,386 2,682

トンネル 264

51 53

55%43 52

44 41

道路附属物等 399

61 50

52%75 77

96 80

※ H29.3月末時点

管理者 管理施設数

計画点検数
(上段：H26
中断：H27
下段：H28)

点検実施数
(上段：H26
中断：H27
下段：H28)

点検実施率

国土交通省
486

(溝橋含む)

85 75

49%71 76

57 85

高速道路会社
379

(溝橋含む)

36 36

69%143 139

92 85

地方公共団体 9,268

917 1,026

55%1,670 1,564

2,237 2,512

合計 10,133

1,038 1,137

55%1,884 1,779

2,386 2,682

11%

20%

13%

※ H29.3月末時点
※ 国土交通省及び高速道路会社管理の溝橋（カルバート）を含む
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【機密性２】
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緊急輸送道路を

構成する橋梁

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

福井県内の点検実施状況（最優先で点検すべき橋梁）

○最優先で点検すべき橋梁の点検実施率は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋約71％、跨線橋約51％、緊急輸
送道路を構成する橋梁約74％であり、跨線橋の点検が遅れている状況

○跨線橋の点検には、鉄道事業者との協議や調整に時間を要するなどの課題が存在するが、全ての鉄道
事業者と今後の点検計画を確認しており、平成29年度は平成28年度以上の点検予定

＜最優先で点検すべき橋梁の点検計画と平成28年度の実施状況＞

管理施設数

計画点検数
(上段：H26
中断：H27
下段：H28)

点検実施数
(上段：H26
中断：H27
下段：H28)

点検実施率

橋梁 10,133

1,038 1,137

55%1,884 1,779

2,386 2,682

緊急輸送道路
を跨ぐ跨道橋

79

11 8

71%34 32

8 15

跨線橋
88

15 6

51%19 15

25 25

緊急輸送道路を
構成する橋梁

1,571
(溝橋含む)

263 285

74%468 460

437 419

※ H29.3月末時点
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【機密性２】福井県のＨ２８点検速報（橋梁）

＜平成28年度管理者別点検速報（橋梁）＞

○ 福井県の橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は該当がなく、判定区分Ⅲ
（早期に措置を講ずべき状態）は２１１橋（約８％）、さらに、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長期
的な修繕コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は１，０４２橋（約39％）

※ H29.3月末時点

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国⼟交通省 ４８６ ８５ ６５ １８ ２ ０

⾼速道路会社 ３７９ ８５ １４ ４６ ２５ ０

地⽅公共団体 ９，２６8 ２，５１２ １，３５０ ９７８ １８４ ０

合計 １０，１３３ ２，６８２ １，４２９ １，０４２ ２１１ ０

※点検実施数は速報値であり、精査によって実施数は変更する場合がある。
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【機密性２】福井県のＨ２８点検速報（トンネル）

＜平成28年度管理者別点検速報（トンネル）＞

○ 福井県のトンネルの点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は該当がなく、判定区分
Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は１９箇所（約46％）、さらに、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長
期的な修繕コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は１７箇所（約41％）

※ H29.3月末時点

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国⼟交通省 ３２ ２ ０ ２ ０ ０

⾼速道路会社 ５６ １１ ５ ６ ０ ０

地⽅公共団体 １７６ ２８ ０ ９ １９ ０

合計 ２６４ ４１ ５ １７ １９ ０

※点検実施数は速報値であり、精査によって実施数は変更する場合がある。
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【機密性２】福井県のＨ２８点検速報（道路附属物等）

＜平成28年度管理者別点検速報（道路附属物等）＞

○ 福井県の道路附属物等の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は該当がなく、判定
区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は１３基（約16％）、さらに、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、
長期的な修繕コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は４２基（約53％）

※ H29.3月末時点

管理者 管理施設数 点検実施数
判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国⼟交通省 ７７ ２０ １１ ６ ３ ０

⾼速道路会社 ８３ １８ ７ １１ ０ ０

地⽅公共団体 ２３９ ４２ ７ ２５ １０ ０

合計 ３９９ ８０ ２５ ４２ １３ ０

※点検実施数は速報値であり、精査によって実施数は変更する場合がある。
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【機密性２】福井県のＨ２９・３０年度点検計画（全体）

道路施設 管理施設数 H26点検実施数 H27点検実施数 H28点検実施数 H29点検計画数 H30点検計画数

橋梁 10,133 1,137 1,779 2,682 2,572 1,963

トンネル 264 53 52 41 52 66

道路附属物等 399 50 77 80 90 102

＜各構造物の平成29・30年度の点検予定＞

※ H29・30年度点検予定数について、H29.6に策定した数値であり、今後の計画点検数は見直しする
ことがある。
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【機密性２】福井県のＨ２９点検計画（最優先で点検すべき橋梁）

道路施設 管理施設数 H26点検実施数 H27点検実施数 H28点検実施数 H29点検計画数 H30点検計画数

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋

79 8 32 15 16 8

跨線橋 88 6 15 25 23 19

緊急輸送道路を
構成する橋梁

1,571 285 460 419 201 206

＜最優先で点検すべき橋梁の平成29年度の点検予定＞

※ １) H29点検実施数は速報値であり、精査によって変更する場合がある
２）跨線橋のH30点検予定数は、鉄道の安全・安定輸送の確保等によって変更する場合がある。
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平成28年度 福井県道路メンテナンス会議 活動報告

会議 点検・診断・修繕 跨線橋 跨道施設 支援研修 広報

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

次年度修繕
実施協議
（個別）

2/6 
道路鉄道連絡会議

確認書締結

7/25
本会議

次年度
確認書調整

5/27 第10回幹事会

9/12
道路メンテナンス年報

前年度点検・診断結果
（国・高速）提出

前年度点検・診断結果
（地公体）提出

前年度点検
診断結果提出

9/8
連絡部会

次年度
計画・調整

次年度
計画・調整

実施実施

2/6
本会議

6/29 第11回幹事会

11/8 第12回幹事会

1/31 第13回幹事会

11/4
学生向け現場学習会
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平成29年度 福井県道路メンテナンス会議 活動計画

会議 点検・診断・修繕 跨線橋 跨道施設 支援研修 広報

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

次年度修繕
実施協議
（個別）

道路鉄道連絡会議

確認書締結

本会議

7/13
本会議

次年度
確認書調整

道路メンテナンス年報

前年度点検・診断結果
（国・高速）提出

前年度点検・診断結果
（地公体）提出

前年度点検
診断結果提出

連絡部会

次年度
計画・調整

次年度
計画・調整

実施実施

7/3 第14回幹事会

幹事会
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平成２９年度 地方自治体への技術支援に関する計画

○地域一括発注に代替する市町支援として、
公社・県による技術支援を軸足とした市町支援を試行

＜公社＞ 発注者支援強化
・点検、診断の支援
・記録、管理の支援 ・・・橋梁点検・診断維持管理支援業務（H28より）
・補修設計、工事の支援

＜ 県 ＞ 市町支援強化
・市町が必要とする道路メンテナンス研修の実施
・県開催の点検結果判定会への市町参加可 等 ・・・≪点検・補修技術の向上≫
・福井県道路メンテナンスアドバイザリーボードの設置（H27.12月）

・・・≪外部有識者による専門的知見からのアドバイス≫

○入札（不調不落）状況の継続的な把握

○市町のニーズ把握（地域一括発注に対するものも含む）

福井県地域一括発注のＨ２９年度対応（市町支援）

点検

補修 記録・管理

診断

橋梁維持管理
⽀援システム

点検・診断⽀援

補修設計
⼯事⽀援
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